
法
人
部

瑞
宝
中
綬
章
を
受
章
さ
れ
、
 
H
月
W
日
国
立
劇

場
大
劇
場
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

創
立
記
念
行
事

リ
ユ
ニ
オ
ン

Ⅱ
月
7
e
 
W
時

第
舗
回
東
京
新
島
講
座

W
月
鈴
日

第
部
回
東
京
新
島
講
座
公
開
講
演
会
が
、
同

志
社
大
学
東
京
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
。
今
同
は
真
山
達
志
大
学
政
策
学
部
教
授

と
中
井
晨
大
学
園
語
文
化
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
ガ
バ
メ
ン
ト
か
ら
ガ
バ

ナ
ン
ス
ヘ
1
「
構
造
改
革
」
は
進
ん
で
い
る
の

か
1
」
「
戦
前
の
一
鴛
文
化
事
情
」
の
演
題
で

講
演
さ
れ
、
約
刀
人
が
参
加
し
た
。

●
2
0
0
4
年
秋
の
叙
勲
・
叙
位

同
志
社
女
子
大
学
名
誉
教
授
小
田
幸
信
氏
が

ノ

創
立
記
念
礼
拝

Ⅱ
月
器
日

早
天
祈
祷
会

Ⅱ
月
豹
日
 
7
時

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス

若
王
子
山
頂

創
立
1
2
9
周
年
記
念
式

Ⅱ
月
器
日
 
9
時

円
時
即
分同
志
社
栄
光
館

前
号
で
紹
介
し
た
「
特
色
あ
る
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
(
特
色
G
P
)
 
2
件
(
単
独
と
共

同
)
に
続
き
、
「
現
代
的
教
育
二
ー
ズ
取
組
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
(
現
代
G
P
)
に
「
プ
ロ
、
シ

エ
ク
ト
主
義
教
育
に
ょ
る
人
材
育
成
1
 
『
プ
ロが

デ
ユ
ー
ス
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
』
の
創
成
1
」

採
択
さ
れ
た
。
(
本
文
認
頁
参
照
)

さ
ら
に
、
「
法
科
大
学
院
等
専
門
職
大
学
院

支
援
形
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
は
、
司
法
研
究
科

盲
ー
ス
ク
ー
ル
)
で
単
独
の
「
国
際
的
視
野

と
判
断
力
を
持
つ
法
律
家
の
養
成
」
と
共
同
1

件
、
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
で
単
独
の
「
D
B
S
地

域
連
携
事
業
推
進
プ
ロ
、
シ
エ
ク
ト
」
が
採
択
さ

れ
たN
P
0
同
志
社
大
学
産
官
学
連
携
支
援

ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
る

Ⅱ
月
7
日
、
上
村
良
次
近
畿
経
済
産
業
局
地

域
経
済
部
次
長
高
橋
信
雄
関
西
経
済
連
合
会

常
務
理
事
ら
の
出
席
を
え
て
、
設
立
記
念
の
会

が
開
催
さ
れ
た
。
 
N
P
0
理
事
長
の
八
田
英
二

学
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、
和
田
元
り
エ
ゾ
ン
オ

フ
ィ
ス
所
長
は
、
「
大
学
の
産
官
学
連
携
の
基

盤
は
整
い
つ
つ
ぁ
る
。
学
生
や
卒
業
生
な
ど
と

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
新
た
な
起
業
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

N
P
0
の
認
可
は
円
月
舗
日
で
、
個
人
印
人
、

8
団
体
の
規
模
で
ス
タ
ー
ト
し
た
(
1
1
8
号

の
特
集
,
乢
事
器
頁
を
参
照
)
。

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
2
0
0
4
開
催

第
5
回
目
を
迎
え
た
「
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
」
が
、
Ⅱ
乃
7
日
に
今
出
川
、
室
町
両

校
地
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
当
口
は
秋
晴

れ
の
も
と
、
卒
業
生
、
退
職
・
在
職
教
職
員
の

大
学

文
部
科
学
省
「
平
成
佑
年
度
大
学
教
育
改
革

の
支
援
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
ブ
ロ
グ
ラ
ム

大
学
の
意
欲
的
な
教
育
改
革
が
評
価
さ
れ
、

文
部
科
学
省
の
2
0
0
4
年
度
大
学
改
革
支
援

事
業
に
単
独
で
4
件
、
共
同
で
2
件
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
採
択
さ
れ
た

大
学
神
学
館
礼
拝
堂

ほ
か
学
生
や
一
般
市
民
も
加
わ
り
、
約
3
千
人

の
参
加
者
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

同
志
社
礼
拝
堂
で
の
開
会
式
で
始
ま
っ
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
卒
業
生
や
現
役
学
生
が
出
演
、

催
す
も
の
な
ど
多
彩
で
、
参
加
者
の
多
く
は
ー

2
9
年
の
伝
統
の
中
で
育
み
、
酸
し
出
さ
れ
た

同
志
社
文
化
の
良
さ
を
満
喫
さ
れ
た
に
違
い
な

、

関
西
4
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

Ⅱ
月
B
e
、
東
一
示
有
楽
町
の
よ
み
う
り
ホ
ー

ル
で
、
関
西
4
大
学
学
長
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
今
、

私
立
大
学
に
で
き
る
こ
と
1
 
『
関
西
か
ら
の
提

言
』
」
が
開
催
さ
れ
た
(
4
大
学
主
催
読
売

新
聞
社
共
催
)
。

八
田
英
二
大
学
長
の
ほ
か
河
田
悌
一
関
西
大

学
長
平
松
一
夫
関
西
学
院
大
学
長
長
田
豊

臣
立
命
館
大
学
長
の
4
学
長
が
一
同
に
集
い
、

首
都
圏
で
の
4
大
学
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
を
日
的
に
企
画
さ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
映
画
監
督
の
大
森
一
樹
氏

と
評
諭
家
の
大
宅
映
子
氏
の
基
調
講
演
に
続

き
、
両
氏
と
4
大
学
長
に
ょ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ツ
シ
ヨ
ン
が
行
わ
れ
、
京
都
・
大
阪
・
神
戸

の
3
都
と
学
生
の
関
わ
り
や
学
生
文
化
論
、
教

育
研
究
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
ぃ
て
、
約
8

0
0
人
の
聴
衆
に
熱
っ
ぽ
く
語
り
か
け
た
。

」
R
同
志
社
前
駅
の
本
格
的
改
修
工
事
が

進
捗
ラ
ツ
シ
ユ
時
の
混
雑
解
消
と
玄
関
口
と
し
て

の
駅
前
整
備
を
図
る
J
R
同
志
社
前
駅
の
改
修

工
事
が
、
昨
年
7
月
に
始
ま
り
、
本
年
1
月
に

は
新
駅
舎
部
分
の
工
事
が
完
了
し
た
。

同
志
社
前
駅
は
、
大
学
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
の

開
校
に
合
わ
せ
て
1
9
8
6
年
に
開
業
し
た
。

1
日
7
千
人
S
8
千
人
が
利
用
し
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
幅
が
狭
い
う
え
、
改
札
口
が
小
ノ
な
く
、

駅
の
改
善
は
長
年
の
懸
案
と
な
っ
て
ぃ
た
。

ト
イ
レ
新
築
お
よ
ぴ
ホ
ー
ム
拡
幅
工
事
な
ど

を
含
め
、
年
度
内
の
3
月
末
に
は
す
べ
て
の
工

事
が
完
了
す
る
見
込
み
。

女
子
大
学

女
子
大
学
地
区
別
懇
談
会

6
月
稔
日
/
松
山
、
 
6
月
円
日
/
名
古
屋
、

7
月
Ⅱ
日
/
博
多
に
お
い
て
、
地
区
別
懇
談
会

を
開
催
し
た
。
 
2
0
0
2
年
度
よ
り
全
国
各
地

で
、
卒
業
生
と
栄
光
会
と
の
緋
を
強
め
、
女
子

大
学
の
教
育
方
針
や
取
り
組
み
に
対
す
る
理
解

0
0
Φ
工
一
m
l
》
刀
m
で
0
工
↓
 
1

ホームカミングデーの風景(明徳館前)
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を
得
る
た
め
、
女
子
大
学
主
催
女
子
大
学
栄

光
会
.
女
子
大
学
く
ヨ
Φ
の
会
協
賛
で
行
わ
れ

て
い
る
。
当
日
は
各
会
場
刀
S
卯
人
が
参
加
し
、

同
志
社
女
子
大
学
冷
泉
為
人
客
員
教
授
に
ょ
る

「
冷
泉
家
の
歴
史
と
文
化
」
と
題
し
た
講
演
を

行
っ
た
後
、
懇
親
会
に
お
い
て
教
職
員
と
卒
業

生
(
含
む
く
ヨ
Φ
の
会
会
旦
お
よ
ぴ
栄
光
会

会
員
な
ど
が
交
流
を
深
め
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
た
秋
季
り
ト
リ
ー
ト

円
月
0
・
1
日

1
月
3
.
3
日

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
。

(
財
)
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
事
務
局
長

で
日
本
基
督
教
団
寝
屋
川
教
会
牧
師
の
村
上
公

彦
氏
を
講
師
に
む
か
え
、
こ
滴
の
水
よ
り
S

よ
り
豊
力
な
人
問
社
会
の
建
設
に
向
け
て
」
と

題
し
て
講
演
い
た
だ
い
た
。
飲
料
水
の
欠
乏
が

深
刻
な
ア
ジ
ア
各
国
に
井
戸
を
贈
る
N
G
0
活

動
を
通
し
て
、
よ
り
人
問
ら
し
い
地
球
社
会
の

創
造
を
め
ざ
し
、
共
に
分
か
ち
合
い
、
助
け
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
ま
た
、

グ
ル
ー
プ
.
ト
ー
キ
ン
グ
や
令
体
会
を
通
し

て
、
参
加
者
は
交
流
を
深
め
1
泊
2
日
の
右
点

義
な
時
問
を
過
こ
し
た

女
子
大
学
薬
学
部
開
設
記
念
シ
ン
ボ
ジ
ウ
ム

ー
ホ
久
わ
り
ゆ
く
一
楽
剤
師
像
を
求
め
て
ー

本
学
主
催
一
舞
新
聞
大
阪
本
社
後
援
に
よ

る
標
記
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
円
月
部
日
、
 
M
1
D

シ
ア
タ
ー
で
開
催
し
た
。

医
学
博
士
で
登
山
家
の
今
井
通
十
氏
の
基
調

講
演
「
健
康
な
毎
日
を
送
る
た
め
に
1
薬
と
の

上
手
な
付
き
合
い
方
」
に
続
い
て
「
こ
れ
か
ら

の
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に

ノ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
活
躍
の

場
が
広
が
る
薬
剤
師
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
討

票
交
わ
さ
れ
た
。

ノ
ネ
リ
ス
ト
:
・
今
井
氏
児
玉
孝
氏
(
大
阪

府
薬
剤
師
会
会
長
)
、
立
川
幸
治
氏
(
名
古
屋

大
学
医
学
部
附
属
病
院
医
療
経
営
管
理
部
教

授
)
、
森
田
邦
彦
氏
(
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

薬
剤
部
助
教
授
)

コ
ー
テ
ィ
ネ
ー
タ
ー
ー
南
砂
氏
(
読
売
新
聞

卵
京
本
社
編
集
局
解
説
部
次
長
・
薬
剤
師
問
題

検
討
会
委
員
)

●
女
子
大
学
卒
業
生
の
集
い
2
0
0
4

女
子
大
学
と
女
子
大
学
く
ヨ
Φ
の
会
共
催

女
子
大
学
各
学
会
協
賛
に
ょ
る
卒
業
生
の
集
い

を
、
Ⅱ
月
N
e
、
今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

し
た当
口
は
、
栄
光
館
フ
ァ
ウ
ラ
ー
チ
ャ
ペ

お
い
て
女
子
大
学
く
ヨ
Φ
の
会
総
会
・
女
子
大

学
井
原
秀
人
助
教
授
に
ょ
る
ヴ
ォ
ー
カ
ル
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
引
き
続
い
て
竣
工

9
周
年
と
な
る
ジ
エ
ー
ム
ズ
館
で
テ
ィ
ー
ξ
1

テ
ィ
ー
を
開
催
し
た
訪
れ
た
卒
業
生
お
よ
ぴ

教
職
員
約
3
0
0
人
は
、
旧
交
を
温
め
、
発
展

を
続
け
る
母
校
で
の
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
こ

し
たシ
ェ
イ
ク
ス
ビ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ヨ
ン
公
演

ミ
ミ
ト
ミ

学
芸
学
部
英
語
英
文
学
科
3
、
 
4
年
次
の
2

年
間
に
わ
た
り
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
を
研

究
し
、
 
4
年
次
の
秋
に
授
業
の
一
環
と
し
て
英

語
に
ょ
る
上
演
を
行
っ
て
い
る
。
台
本
、
字
幕

衣
装
、
大
道
具
照
明
、
演
出
、
キ
ャ
ス
ト
等

す
べ
て
学
生
の
手
に
ょ
っ
て
行
わ
れ
、
第
與
回

目
を
迎
え
る
今
年
度
は
、
Ⅱ
月
捻
・
 
B
e
、
新

島
記
念
講
堂
に
お
い
て
ミ
ミ
ミ
(
マ
ク
ベ

ス
)
を
上
演
。
学
内
外
か
ら
2
日
間
で
約
1

4
0
0
人
も
の
観
客
が
来
場
し
、
公
演
は
成
功

を
収
め
た
。

●
音
楽
学
科
定
期
演
奏
会

口
月
Ⅱ
日
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
大
ホ

ー
ル
で
、
第
誕
回
定
期
演
奏
会
を
開
催
0
 
音
楽

学
科
合
唱
団
に
よ
る
、
小
島
千
絵
子
/
ミ
サ

ブ
レ
ヴ
ィ
ス
、
高
嶋
み
ど
り
/
女
声
合
唱
と
ピ

ア
ノ
の
た
め
の
「
女
の
肖
像
」
、
音
楽
学
科
管

弦
楽
団
に
ょ
る
J
・
ブ
ラ
ー
ム
ス
/
悲
劇
的
序

曲
0
で
.
伽
一
、
 
D
 
・
シ
ョ
ス
タ
ー
コ
ー
ヴ
ィ

チ
/
交
響
曲
第
5
番
二
短
調
0
で
.
ミ
を
演
奏

多
数
の
来
聴
者
を
迎
え
、
好
評
を
得
た
。

高
等
学
校

票

ウ
エ
ス
リ
ー
カ
レ
ツ
ジ
(
メ
ル
ボ
ル
ン
)

交
換
留
学
生
受
け
入
れ
(
9
人
)

9
月
Π
日
S
円
月
2
日

令

岩
倉
祭

体
育
祭
9
月
即
日

ク
ラ
ス
(
2
年
)
・
ク
ラ
ブ
発
表

ク
ラ
ス
(
1
年
)
・
ク
ラ
ブ
発
表

演
劇
祭
(
3
年
)

同
志
社
中
学
入
試
説
明
会

(
保
護
者
・
受
験
生
対
象
)

●
他
中
学
進
学
説
朋
会

(
保
護
者
対
墨

●
人
権
学
習

3
年
生

講
演
を
聞
い
た
後
感
想
文
提
出
。

R
、』
、

一

、

、
舮

弘

月
,

〔
.
ー

0
0
仂
工
一
の
工
)
刀
m
で
0
刀
↓
 
3

.

、

鳥

W
月
2
日

円
月
3
日

W
月
4
日

尾

一

、

「
働
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
」

壁
谷
俊
則
氏

(
前
エ
イ
テ
ッ
ク
関
西
事
務
局
長
)

「
イ
ラ
ク
戦
争
と
日
本
」

豊
田
護
氏
(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
・
『
病
ゆ
え
に
奪
わ

れ
た
人
権
・
回
復
者
た
ち
の
人
間
回
復
へ

の
道
の
り
、
そ
し
て
今
」

大
井
陽
子
氏

(
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
と
も
に
歩
む
関
西

連
絡
会
会
員
)

円
月
玲
日

円
月
即
日

W
月
鈴
日

1.

京都コンサートホールでの定期演奏会

!、這'.イ羽
宅,,・

§..偸二'

ノレ

に

'i'ー



2
年
生

映
画
デ
ィ
・
一
フ
ヴ
・
ピ
ー
ス
一
を
鑑
賞
し
、

感
想
文
提
出

1
年
生

ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
日
本
に
き
て
い
る
留
学
生

を
各
ク
ラ
ス
2
名
ず
つ
招
い
て
講
演
し
て
も

ら
い
'
父
流
の
後
感
想
文
提
出
。

●
宗
教
週
間

Ⅱ
月
1
S
5
日

別
表
「
同
志
社
5
中
高
秋
季
宗
教
教
育
強

調
週
問
』
日
程
表
」
の
と
お
り
、
実
施
し
た

秋
の
り
ト
リ
ー
ト

1
月
詑
.
器
日

講
師
西
村
仁
志
氏

(
環
境
壮
公
同
事
務
所
・
カ
ラ
ー
ズ
主
宰
)

「
C
Z
口
男
,
m
↓
)
Z
口
一
わ
か
る
っ
て

か
わ
る
こ
と
?
」

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

n
月
Ⅱ
日

岩
倉
キ
ャ
ン
バ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス

捻
月
Π
日
高
校
チ
ャ
ペ
ル

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

W
月
玲
日

止
揚
学
圓
訪
問

松
月
N
e

社
会
科
藤
井
教
諭
が
卒
業
生
の
協
力
を
得
て

中
学
3
年
で
「
会
社
を
つ
く
ろ
う
」
、
高
校
1

年
で
「
環
境
N
G
O
/
N
P
0
を
つ
く
ろ
う
」

な
ど
の
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
学
習
を
し
て
き
た
学
年

が
高
3
に
な
り
、
今
回
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

希
望
者
が
対
象
で
あ
っ
た
の
で
、
最
終
的
に
は

延
卯
人
か
1
S
5
日
の
期
問
で
、
巧
力
所
で
研

修
を
し
た
(
詳
細
は
本
校
P
T
A
新
聞
1
4
3

号
を
参
照
)
。

文
化
祭

9
月
部
日

天
変
地
異
の
多
か
っ
た
年
と
し
て
は
、
天
気

に
恵
ま
れ
平
穏
で
あ
っ
た
。
従
来
難
し
か
っ
た

学
級
単
位
の
ま
と
ま
り
が
、
こ
こ
数
年
良
く
な

り
「
つ
ま
よ
う
じ
ア
ー
ト
」
の
展
示
、
ミ
ユ
ー

ジ
カ
ル
、
映
画
な
ど
で
力
作
が
多
か
っ
た
。
保

護
者
も
例
年
通
り
バ
ザ
ー
、
献
米
、
お
一
余
席
で

参
加
さ
れ
た
。

●
生
物
部
尿
優
秀
・
大
阪
市
長
を
獲
得

(
第
開
回
大
阪
府
学
生
科
学
賞
)
円
月
詑
日

「
ク
マ
ゼ
ミ
・
ア
ブ
ラ
ゼ
ミ
の
研
究
Ⅲ
」
で

受
賞
し
た
 
3
年
間
に
わ
た
る
努
力
が
報
い
ら

れ
た
。
本
校
内
の
セ
ミ
の
出
現
か
ら
消
失
ま
で

を
、
校
外
に
出
た
セ
ミ
も
地
域
の
小
学
生
の
協

力
を
得
て
再
捕
獲
し
、
研
究
し
た
も
の
で
あ
る

大
阪
私
学
デ
ー

円
月
部
日

香
里
中
高

女
子
中
高

高
3
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ツ
プ

堺
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
私
学
助
成
削
減
、

廃
止
の
危
機
感
か
ら
か
例
年
よ
り
参
加
者
が
多

本
校
か
ら
は
P
T
A
の
本
部
・
一
局
3
役
員

、

くお
よ
ぴ
教
員
が
参
加
し
た
。

中
2
修
学
旅
行

W
月
N
S
町
日

函
館
へ
行
く
の
も
3
年
目
と
な
っ
た
。
関
西

と
は
異
な
っ
た
自
然
や
歴
史
的
な
建
造
物
を
歩

い
て
見
ら
れ
る
こ
と
は
良
い
よ
う
で
、
ま
た
朝

市
で
売
り
子
体
験
を
し
た
生
徒
は
ド
キ
ド
キ
し

た
け
れ
ど
楽
し
か
っ
た
そ
う
だ

高
2
修
学
旅
行

川
月
部
S
即
日

例
年
と
異
な
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
2
つ
ぁ
っ

た
。
希
望
者
だ
け
だ
っ
た
が
ハ
ワ
イ
島
に
行
っ

た
こ
と
。
同
志
社
と
ゆ
か
り
の
あ
る
マ
キ
キ
聖

城
キ
リ
ス
ト
教
会
で
礼
拝
を
持
っ
た
こ
と
で
あ

＼

る
。
ハ
ワ
イ
島
へ
は
日
帰
り
で
あ
っ
た
の
で
、

ノ

朝
4
時
即
分
に
起
き
て
火
山
活
動
の
様
子
を
目

の
当
り
に
見
て
来
た
。
聖
城
教
会
は
写
真
の
よ

う
に
外
観
は
城
で
あ
る
。
こ
れ
は
高
知
出
身
で

同
志
社
の
神
学
部
を
出
た
奥
村
牧
師
が
高
知
城

を
モ
デ
ル
に
教
会
堂
を
建
て
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
で
の
礼
拝
は
、
讃
美
歌
も
楽
し
い
雰
囲
気

で
歌
い
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
あ
り
極
め
て
新
鮮
な

印
象
を
受
け
た
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー

で
は
、
め
っ
た
に
な
い
大
雨
に
遭
遇
し
た

9
月
4
・
5
日

修
養
会

同
志
社
ぴ
わ
こ
り
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
中

学
2
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
の
修
養
会
が
行
わ

れ
た
。
普
段
、
時
問
に
追
わ
れ
、
忙
し
く
毎
日

を
送
っ
て
い
る
が
、
た
ま
に
は
ゆ
っ
く
り
自
分

る
賛
美
礼
拝
を
持
ち
、
円
日
に
は
、
収
穫
物
を

持
ち
寄
り
、
感
謝
の
礼
拝
、
午
後
に
、
寄
せ
ら

れ
た
収
穫
物
と
献
金
を
持
っ
て
養
護
施
設
.
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

で
交
流
の
時
を
持
っ
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
松
月
Π
日

午
前
の
部
は
生
徒
・
教
職
員
と
で
、
午
後
の

部
は
春
日
学
区
デ
ィ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
方
々
を

招
き
、
一
般
の
方
々
と
共
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

夏
休
み

を
見
つ
め
、
友
と
夢
を
語
り
合
お
う
と
集
ま
っ

た
中
学
生
は
講
師
に
国
際
中
高
校
教
諭
、
中

川
好
幸
先
生
を
迎
え
、
「
楽
し
い
毎
日
を
送
る

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
一
局
校
生
は
榎
本
て
る

子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
輪
1
愛
を
探
そ
う
、

君
と
僕
」
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
た
。
有
意
義

な
2
日
問
で
あ
っ
た
。

9
月
器
日

●
体
育
祭

好
天
に
恵
ま
れ
、
徒
競
走
綱
引
き
、
仮
装

競
演
、
応
援
合
戦
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
の
ク
ラ

ス
対
抗
り
レ
ー
に
至
る
ま
で
、
活
力
あ
る
展
開

が
な
さ
れ
た

9
月
即
日
S
W
月
2
日

文
化
祭

3
日
問
の
日
程
で
「
一
三
一
Φ
仂
、
一
Φ
一
Φ
」
(
お
て

ん
ば
娘
の
お
祭
り
)
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
お
て
ん
ば
娘
の
名
の
通
り
、
非
常
に
活

発
に
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
熱
唱
し
、
中
学
1
年

生
は
通
路
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
飾
り
、
中
学

2
、
 
3
年
生
は
ク
ラ
ス
こ
と
の
展
示
、
一
局
校
生

は
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発
表
有
志
に
ょ
る
展
示
、

演
奏
等
様
々
な
分
野
で
活
動
し
た
。
ま
た
2
日

に
は
並
行
し
て
、
女
子
部
の
バ
ザ
ー
が
開
催
さ

れ
た
。

Ⅱ
月
W
・
円
日

収
穫
感
謝
礼
拝

ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
聖
歌
隊
の
合
唱
に
ょ

O
o
m
工
一
m
l
》
刀
m
勺
0
刀
↓
 
5
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を
守
っ
た
。
生
徒
教
職
員
、
礼
拝
に
参
加
し

た
一
般
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
献
金
は
、
全

国
の
福
祉
関
係
の
施
設
、
事
業
所
に
送
ら
れ
た
0

国
際
中
高

文
化
祭

9
月
加
S
部
日

本
校
の
最
大
の
行
事
に
な
る
、
中
学
体
育

祭
.
一
局
校
体
育
祭
・
中
高
文
化
祭
が
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
応
援
合
戦
、
マ
ス
ゲ
ー
ム
、
中

3
.
高
3
に
よ
る
演
劇
発
表
、
バ
ン
ド
祭
な
ど

゛
、ノ

盛
り
沢
山
の
内
容
を
生
徒
た
ち
は
八
面
六
臂
の

活
躍
で
乗
り
切
っ
た

自
分
た
ち
で
企
画
立
案
し
、
 
2
つ
3
つ
の
役

職
を
兼
務
し
そ
れ
ぞ
れ
を
完
成
度
の
高
い
イ
ベ

ン
ト
に
作
り
上
げ
て
い
く
生
徒
た
ち
の
パ
ワ
ー

に
圧
倒
さ
れ
た
一
週
間
だ
っ
た
0

ま
た
新
た
に
東
大
寺
学
園
高
等
学
校
生
徒

会
の
学
校
訪
問
も
あ
り
、
交
流
の
場
を
持
つ
こ

と
も
で
き
た

●
中
3
体
験
学
習

円
月
8
・
9
日

知
多
半
島
南
知
多
温
泉
郷
で
実
施
さ
れ
た

日
常
生
活
を
雜
れ
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
が
予

定
さ
れ
て
い
た
が
、
折
し
も
台
風
の
直
撃
に
遭
い
、

短
縮
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
実
施
と
な
っ
た

●
人
権
強
調
週
間

m
月
部
S
羽
日

高
等
学
校
で
は
「
同
和
問
題
」
を
、
中
学
校

で
は
「
人
権
の
大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

ん
だ
。
生
徒
有
志
に
ょ
る
人
権
委
員
を
中
心
に
、

礼
拝
で
の
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ヨ

ン
.
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の
デ
ィ
ス
カ
ツ
シ
ヨ
ン

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
人
権
の
大
切
さ
に
つ

い
て
学
ん
だ

●
秋
季
宗
教
週
問

Ⅱ
月
1
S
5
日

外
来
講
師
の
先
生
方
に
よ
る
毎
日
の
礼
拝
と

2
日
の
特
別
礼
拝
を
通
じ
て
、
同
志
社
の
根
幹

に
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
と
日
々
生
き
る
我
々
の
あ

り
方
に
つ
ぃ
て
深
く
学
ぶ
週
問
と
な
っ
た
0

読
週
間

Ⅱ
月
8
S
捻
日

本
校
の
校
長
先
生
で
い
ら
っ
し
や
つ
た
故
士

山
登
先
生
の
こ
遺
族
か
ら
絵
本
3
5
0
冊
の
御

寄
贈
を
い
た
だ
き
、
「
士
山
登
先
生
尋
旻
庫
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
0

本
校
を
愛
し
、
力
を
尽
く
さ
れ
た
士
山
先
生
の

思
い
出
と
と
も
に
、
大
切
に
守
り
育
て
て
い
き

O
o
m
工
一
Φ
工
>
刀
m
で
0
刀
↓
 
7

ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
協
力
の
も
と
、
ア
ド
ベ
ン

ト
礼
拝
が
厳
粛
に
行
わ
れ
た
。

●
国
際
交
流
関
連

今
年
度
も
世
界
各
国
か
ら
多
く
の
友
人
た
ち

が
本
校
を
訪
れ
、
生
徒
た
ち
も
海
外
研
修
へ
の

チ
ャ
レ
ン
、
シ
し
て
く
れ
た
。

↓
=
Φ
 
Z
C
圃
く
》
仂
n
ン
0
0
一
仂
仁
ヨ
ヨ
Φ
「

δ
岱
ヨ
でホ
ー
ム
ス
テ
ィ
し
な
が
ら
課
外
活
動
を
中

心
と
し
た
活
動
に
参
加
す
る
中
学
生
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
。

問
0
0
一
Φ
》
0
一
一
く
Φ
里
一
コ
⑳
仁
Φ
、
Φ
印
コ
ヨ
コ
Φ

§
君
Φ
一
と
の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
市
内
に
あ
る
、
フ
ラ
ン

ス
語
と
英
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
交
流
で

き
る
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と

の
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
今
年
度
よ
り
新
た

に
加
わ
っ
た
。
 
2
学
期
に
は
相
手
校
よ
り

W
人
の
生
徒
が
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
を
し
つ

つ
、
本
校
の
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
ほ
か
、
ア
メ
リ
カ
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
州
の

先
生
方
の
学
校
訪
問
、
韓
国
・
釜
一
外
国
語
高

等
学
校
の
生
徒
た
ち
の
学
校
訪
問
、
ア
メ
リ

カ
.
ア
ラ
バ
マ
州
の
生
徒
た
ち
の
学
校
訪
問
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
意
義
な
交
流
と
な
っ
た

ナ
し高
校
ア
ド
ベ
ン
ト
礼
拝

Ⅱ
月
Π
日

吹
奏
楽
部
・
聖
歌
隊
・
一
局
等
学
校
3
年
生
の

仂
0
コ
伽
m
 
三
国
コ
⑳
一
一
m
=
受
講
生
、
保
護
者
の
コ

州
の
唐
舩
岳
登
山
と
栂
池
自
然
園
を
訪
ね
る
山

の
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
生
徒
た
ち

は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
海
、
山
の
自
然
を
満

喫
し
て
い
た

9
月
豹
日
S
円
月
1
日

●
学
園
祭

京
都
会
館
で
2
年
生
行
事
、
演
劇
フ
エ
ス
テ

イ
、
、
、
ル
を
2
日
問
に
わ
た
り
開
催
し
、
舞
ム
ロ
発

凡ノ

表
を
行
っ
た
ど
の
ク
ラ
ス
、
ク
ラ
ブ
の
発
表

に
も
熱
が
こ
も
り
、
魅
力
あ
る
錘
台
で
あ
っ
た

ま
た
、
最
終
日
に
は
学
校
で
1
年
生
の
錘
台
発

表
や
展
示
発
表
、
生
徒
会
行
事
が
催
さ
れ
た

フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、
各
分
団
が
踊
り
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
競
う
「
踊
る
同
中
生
」
と
「
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
」
等
が
行
わ
れ
、
熱
い
3
日
問
に

幕
を
閉
じ
た
。

円
月
7
日

体
育
祭

8
分
団
が
ト
ラ
ッ
ク
種
目
や
綱
引
き
、
棒
倒

し
、
騎
馬
戦
、
ム
カ
デ
リ
レ
ー
で
白
熱
し
た
レ

ー
ス
を
繰
り
広
げ
た
。

●
秋
の
宗
教
人
権
週
間
・
人
権
行
事
Ⅱ
月
1
S
5
日

秋
の
宗
教
人
権
週
間
で
は
、
別
表
「
同
志
社

5
中
高
『
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』
日
程
表
」

の
講
師
の
ほ
か
、
浅
井
智
久
先
生
(
わ
た
む
き

の
里
福
祉
職
員
)
、
森
岡
美
紀
先
生
(
同
志
社

中
学
校

●
夏
季
キ
ャ
ン
プ

1
年
生
(
全
員
参
加
)
は
7
月
訟
S
即
日
に

か
け
て
4
期
、
各
期
2
泊
3
日
で
宮
津
市
の
本

校
由
良
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
で
海
の
キ
ャ
ン
プ

を
、
ま
た
2
年
生
百
由
参
加
)
は
7
月
詑
日

S
8
月
2
Π
に
か
け
て
4
期
、
 
3
泊
4
日
の
信

女
子
中
高
講
師
)
、
中
川
裕
次
先
生
(
フ
ォ
ト

グ
ラ
フ
ァ
ー
)
を
お
招
き
し
礼
拝
奨
励
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
人
権
行
事
で
は
例
年
に
な

ら
っ
て
、
映
画
鑑
賞
「
夏
休
み
の
レ
モ
ネ
ー
ド
」

の
他
、
 
1
年
生
で
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
体
験
 
2
年
生
で
は
点
字
作
業
や
、
介
助
犬
、

車
椅
子
体
験
、
手
話
、
ハ
ン
グ
ル
講
座
、
 
3
年

、ノ

生
で
は
立
命
館
平
和
ミ
ユ
ー
ジ
ア
ム
、
洛
陽
共

同
作
業
所
の
訪
問
、
京
都
の
人
権
ゆ
か
り
の
地

バンド演奏を披露するエコールからの留学生諸君

カンボジアの現状にっいて話をされる中川裕次さん



ツ
ァ
ー
や
大
阪
の
コ
リ
ア
タ
ウ
勗
問
等
に
加

え
、
写
真
家
の
中
川
裕
次
さ
ん
を
お
迎
え
し
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
現
状
に
つ
い
て
の
お
話
、
折
鶴

親
善
大
使
の
佐
々
木
耽
弘
さ
ん
(
原
爆
の
子
像

の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
佐
々
木
禎
f
さ
ん
の
兄
)

を
お
迎
え
し
て
お
話
を
聞
い
た
り
す
る
な
ど
し

て
、
人
権
に
つ
い
て
の
見
識
を
深
め
た

●
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
・
ク
リ
ス
マ
ス
燭
火
礼
拝

2
学
期
終
業
式
に
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
を
全
校

で
守
っ
た
夕
刻
に
は
チ
ャ
ペ
ル
で
ク
リ
ス
マ

ス
燭
火
礼
拝
を
行
い
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ

つ
九ス
キ
ー
キ
ヤ
ン
プ

松
月
器
S
舒
日

沖
縄
研
修
旅
行

泛
月
部
S
部
日

3
年
生
(
自
由
参
加
)
は
4
泊
5
日
で
長
野

県
士
墾
局
原
一
の
瀬
ス
キ
ー
場
で
の
ス
キ
ー
キ

ヤ
ン
プ
、
 
3
泊
4
日
で
沖
縄
の
平
和
学
習
を
中

心
と
し
た
研
修
旅
行
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
出
に
残
る
楽
し
い
日
々
を
過
こ
し
た

5
中
高
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間

5
中
高
は
共
同
で
春
.
秋
季
に
宗
教
教
育
強
調
週
間
を
設
け
、
講
師
を
招
い
て
の
L
拝
.
奨
励
の

ほ
か
、
各
校
個
別
の
行
事
を
実
施
し
て
い
る
。
外
来
講
師
6
人
に
ょ
る
秋
季
の
奨
励
.
 
L
拝
は
、
次

の
日
程
で
行
わ
れ
た
。

2
0
0
4
年
度
 
5
中
高
『
秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
間
』

日
程
表

U
月
1
H
(
月
)

U
月
2
旦
火
)

Ⅱ
月
4
日
(
木
)

Ⅱ
月
5
旦
金
)

耐
方
、
、
牧
、
鴫
何
、
横
田
牧
師

竹
ケ
原
牧
師

宮
川
牧
師

中
学

一
生
き
て
い
る
な
ら

よ
っ
て
生
き
る
か
「
正
し
い
」
つ
て
?
」

二
粒
の
麦
」

変
わ
る
ん
だ
」

指
方
牧
師

金
井
牧
師

遠
藤
牧
師

「
何
の
た
め
に
、

7
同
分
を
映
す
鏡
」

「
ハ
カ
リ
を
疑
え
」

よ
っ
て
生
き
る
か
」

幼
稚
園

宮
川
牧
師

高
校

何
に

二
粒
の
麦
」

金
井
牧
師

中
学
シ
ョ
ー
ト
礼
拝

「
共
に
未
来
を

つ
く
る
た
め
に
」

シ
ヨ
ー
ト
L
平
金
井
牧
師

高
校

シ
ョ
ー
ト
礼
拝

つ
く
り
出
す
人
」

指
方
牧
師

竹
ケ
原
牧
師

宮
川
牧
師

中
学

「
何
の
た
め
に
、
何
に

勺
人
"
と
,
人
問
と
二
粒
の
麦
」

よ
っ
て
生
き
る
か
、

速
藤
牧
師

「
や
エ
ス
.
坤
1
 
、
レ
横
田
牧
師

高
校

一
体
の
,
菓
を
聴
く
」

「
正
し
い
っ
て
?
」

キ
リ
ス
ト
」

横
田
牧
師
宮
川
牧
師
竹
ケ
原
牧
師

高
等
学
校

「
一
正
し
い
』
つ
て
?
」
「
ダ
ビ
デ
の
メ
ー
ル
」
 
7
ら
"
つ
て
言
う
な
」

智
川
牧
師
金
井
牧
師
遠
藤
牧
師

中
学
校

「
ダ
ビ
デ
の
メ
ー
ル
」
「
愛
す
る
こ
と
ぱ
」
「
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
」
人
権
イ
事

講
師
紹
介
(
敬
称
略
)
遠
藤
勇
司
(
京
都
・
高
の
原
教
会
牧
師
)
、
金
井
創
(
月
治
学
院
牧
市
)
、

宮
川
経
官
一
(
岡
山
信
愛
教
会
牧
師
)
、
指
方
周
平
(
京
都
・
桂
教
会
牧
師
)
、

竹
ケ
原
政
輝
(
丹
波
新
生
教
会
牧
師
)
、
横
田
明
曲
<
(
近
江
金
田
教
会
牧
市
)

6
月
器
目

年
長
じ
や
が
い
も
堀
り

年
長
児
参
加
の
じ
や
が
い
も
堀
り

人
づ
く
り
幻
世
紀
上
京
ふ
れ
あ
い
祭
り
Ⅱ
月
舒
日

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
ロ
月
5
日

横
田
牧
師

「
正
し
い
っ
て
?
」

宮
川
牧
師

「
ダ
ビ
デ
の
メ
ー
ル
」

金
井
牧
師

{
原
点
と
な
る
体
験
」

京
都
い
の
ち
の
電
話
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
に
年
中
組
・
年
長
組
の
希
望
園
児

が
聖
歌
隊
と
し
て
参
加
。

n
月
円
日

ク
リ
ス
マ
ス
会
食

メ
ニ
ユ
ー
は
シ
チ
ユ
ー
と
フ
ル
ー
ツ
、
ゼ
リ

年
長
園
児
が
調
理
を
し
て
、
大
鍋
に
シ
チ

0
ユ
ー
が
完
成
。
全
園
児
で
昼
食
の
時
を
持
っ
た

7
月
お
誕
生
日
会

7
月
2
日

午
前
中
は
全
園
児
が
ホ
ー
ル
に
集
ま
り
、
ク

ラ
ス
の
歌
の
発
表
を
し
た
り
、
午
後
は
誕
生
日

を
迎
え
た
園
児
と
そ
の
保
護
者
が
園
に
集
ま

り
、
教
員
も
昼
食
を
共
に
し
、
ケ
ー
キ
に
ろ
う

そ
く
を
灯
し
て
お
祝
い
を
し
た
。
(
毎
月
1
回

行
わ
れ
る
)

お
泊
り
保
育
(
年
長
組
)
 
7
月
9
S
w
e

年
長
組
が
園
に
泊
ま
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
や
花
火
を
し
、
楽
し
く
過
こ
し
た
。7
月
玲
日

お
遊
戯
会

家
族
を
迎
え
、
ク
ラ
ス
こ
と
に
歌
や
ダ
ン
ス
、

合
奏
シ
ロ
ホ
ン
演
奏
な
ど
を
発
表
し
た

8
月
2
S
5
日

夏
期
保
育

水
遊
ぴ
、
色
水
遊
び
、
フ
ィ
ン
ガ
ー
ペ
イ
ン

テ
ィ
グ
な
ど
を
し
て
過
こ
し
た
。

8
阿
4
日

同
窓
会

午
後
か
ら
卒
園
生
が
集
ま
り
、
近
況
報
告
を

し
た
後
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
楽
し
く
過
こ
し
た
。

9
月
4
日

入
園
説
明
会

2
0
0
5
年
度
の
入
園
説
明
会
を
寒
梅
館
ハ

ー
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
行
っ
た

9
月
器
日

運
動
会

女
子
大
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
保
護
者
も
参
加

し
共
に
競
技
や
ダ
ン
ス
を
行
っ
た

口
月
Π
日

●
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

新
島
会
館
で
全
園
児
が
揃
っ
て
礼
拝
・
ペ
ー

ジ
エ
ン
ト
を
し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
き
て
お
祝
い
も
し
た
保
護
者
も
参
加
。

O
o
m
工
一
m
エ
ン
刀
m
で
0
刀
↓
 
9

円
月
2
日

、
、
ザ
ー

女
子
中
高
校
内
で
、
同
窓
会
、
女
子
中
高
と

共
に
グ
ッ
ズ
商
品
な
ど
を
販
売
し
た
。

円
月
9
S
Ⅱ
日

入
園
考
査

円
月
器
・
即
日

Ⅱ
月
6
・
7
日

W
月
玲
日

●
秋
の
遠
足

全
園
児
で
矢
橋
帰
帆
島
公
園
に
出
掛
け
た

Ⅱ
月
B
e

●
親
子
フ
エ
ス
タ

幼
稚
園
で
持
ち
寄
っ
た
品
や
模
擬
店
な
ど
の

販
売
を
し
、
一
日
バ
ザ
ー
を
行
っ
た
。
Ⅱ
月
玲
日

●
収
穫
感
謝
祭

親
子
親
睦
会
(
琵
琶
湖
博
物
館
)
Ⅱ
月
円
日

Ⅱ
月
訟
日

お
茶
会
(
年
長
組
)

年
長
組
が
、
保
護
者
を
招
い
て
お
茶
会
を
開

い
た
。

Ⅱ
月
器
日

上
京
こ
ど
も
ま
つ
り

Ⅱ
月
那
日

校
祖
墓
参

年
長
組
・
年
少
組
親
子
、
年
中
組
園
児
の
み

で
新
島
襄
先
生
の
墓
前
に
集
ま
り
、
同
志
社
教

会
牧
師
佐
伯
幸
雄
先
生
に
ょ
る
礼
拝
を
も
っ

ナ

クリスマス会食での年長児のクッキングの様子

国際中高 香里中高 女子中高


